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平成２６年第３回定例会 一般質問概要の一覧 

日程 順 議員名 件  名 

６月１２日（木） 

１ 黒田 公二 
地域包括ケアシステム及び予防医療について 

災害時要援護者名簿更新と活用について 

２ 小島 忠義 
人口減少歯止め対策について 

地域資源の活用による糸島市の活性化策について 

３ 徳安 達成 糸島市の健康づくり政策について 

４ 松月 よし子 
特別支援教育の充実について 

移動図書館（ぱぴるす号）の廃止決定後の取り扱いについて 

６月１３日（金） 

１ 岡村 一伸 糸島クリーンセンターについて 

２ 高橋 徹郎 
糸島市の観光を目的とする自転車利用者に対する施策について 

糸島市の定住促進に関して 

３ 栁 明夫 
二丈・志摩の支所廃止について 

子育て支援策の拡充について 

４ 田中 菊雄 
玄海原発における市民の不安について 

市とごみ収集運搬委託先業者との随意契約について 

６月１６日（月） 

１ 伊藤 千代子 

池田・板持・志登住民の避難所と旧波多江公民館の活用について 

福吉駅・一貴山駅の無人化計画と新駅建設について 

農業振興地域へのコンビニ出店について 

２ 井上 健作 
糸島市母子生活支援施設（笹山苑）について 

高齢化の進行等に対する国民健康保険事業の運営について 

３ 那須 英仁 人口対策としての若い世帯の誘致について 

４ 三嶋 栄幸 
健康寿命を延ばす対策について 

旧波多江校区公民館の利活用について 
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平成２６年第３回定例会 一般質問概要 

 

日程 順 議員名 件  名 要  旨 

６月１２日 

（木） 

１ 黒田 公二 

地域包括ケアシステム及

び予防医療について 

（１）地域包括ケアシステムについて 

①同システム導入の背景と目的について伺う。 

②システムの構築目標は２０２５年だが、高齢化率などの現状と１０年後の予測について伺う。 

③導入に向けての短期的な課題と中長期の展望（ロードマップ）について伺う。 

④推進へのポイントは何か。 

（２）予防医療について 

①胃がん撲滅～ピロリ菌リスク検査導入について伺う。 

・本市の胃がん患者数、死亡者数、医療費、健診率の過去５年間の推移について伺う。 

・特定健診にピロリ菌リスク検査を（選択制で）導入できないか。 

災害時要援護者名簿更新

と活用について 

①更新内容とデータ集約方法について伺う。 

②データの共有範囲について伺う。 

③同名簿を消防の（災害・救急時の）初動対応に活用出来ないか。 

２ 小島 忠義 

人口減少歯止め対策につ

いて 

（１）減少傾向にある人口の年齢別構成とその理由を伺う。 

（２）減少をくい止め、増加に転じさせる対策を何か考えているのか伺う。 

（３）（１）の質問の中で特に子育て世代の動向はどうなっているのか伺う。 

（４）子育て世代の親達の要望で多いものはどのようなものがあるか伺う。 

（５）市内小・中学校の教室にエアコンの設置が必要だと思うが見解を伺う。 

地域資源の活用による糸

島市の活性化策について 

（１）観光入込客数の推移とその内訳について伺う。 

（２）観光入込客を増やすための対策はどのようなことが考えられるかを伺う。 

（３）宿泊者数の推移について伺う。 

（４）宿泊者数を増やす対策が必要だと思う。何か対策は考えられないか伺う。 

（５）グリーンツーリズムを推進し、農泊の取り組みは糸島市の地域資源の掘り起こしと活性化につな

がると思うが見解を伺う。 
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６月１２日 

（木） 

３ 徳安 達成 
糸島市の健康づくり政策

について 

（１）国民健康保険事業について 

①加入者の状況をうかがう。 

②医療給付費の推移についてうかがう。 

③今後の財政の見通しについてうかがう。 

（２）介護保険事業について 

①被保険者の状況についてうかがう。 

被保険者数、認定率、要介護度別認定者数 等 

②介護保険給付費の推移についてうかがう。 

③今後の財政的な見通しについてうかがう。 

（３）特定健診の受診率向上に向けての取り組みについてうかがう。 

（４）健康づくりに対する市民意識の向上策についてうかがう。 

４ 松月 よし子 

特別支援教育の充実につ

いて 

（１）糸島市の特別支援教育施策について 

①特別支援教育の取り組みについて伺う。 

②特別支援教育の充実に向けての課題について伺う。 

（２）糸島市の児童生徒が通う特別支援学校について 

①福岡市立特別支援学校への通学の現状と課題について伺う。 

②福岡県立特別支援学校への通学の現状と課題について伺う。 

（３）県立特別支援学校の糸島市内への設置に関する要望について 

①経過と内容について伺う。 

移動図書館（ぱぴるす号）

の廃止決定後の取り扱い

について 

（１）移動図書館（ぱぴるす号）の廃止後はどのようにするのか。 

（２）移動図書館（ぱぴるす号）の価値は認められるのか。 

（３）今後の有効活用はできないのか。 
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６月１３日 

（金） 

１ 岡村 一伸 
糸島クリーンセンターに

ついて 

（１）糸島クリーンセンター建設の経緯と溶融炉導入決定の趣旨について 

（２）操業開始からの稼働状況やランニングコストおよび経費について 

（３）将来のごみ処理政策及びお考えについて 

２ 高橋 徹郎 

糸島市の観光を目的とす

る自転車利用者に対する

施策について 

（１）観光を目的とする自転車（ロードサイクル）はどんなコースを走っているか把握しているか。 

（２）糸島市ではそのような自転車の交通量調査はしたことがあるか。 

（３）利用の多い道路に専用自転車道を整備する計画は。 

（４）糸島市として観光目的の自転車に対する施策は。また、今後の予定は。 

（５）糸島市の山林を自転車利用者に開放するのは可能か。 

糸島市の定住促進に関し

て 

（１）糸島市と福岡市の税金等を比べて（市税、ゴミ袋、上下水道料金など）糸島市は高いイメージが

あるが実際はどうか。 

（２）正しい認識を広げるためにどんなことをしているか。 

（３）これから先、糸島に住んでいる人に向けてと、糸島に引っ越して来ようとしている人に向けて、

正しい税金等の告知の方法は何か考えているか。 

（４）九州大学の学生、教職員に向けて糸島市に住んでもらうための働きかけはどんなことをしている

か。また、その成果は。 

（５）糸島市がアパートを一棟借りて、九州大学の学生向けに無料で貸し出す。その代わりに月２回ほ

ど地域のイベントに手伝いに入る。こういった思い切った施策は地域住民には九大を近くに感じら

れて、さらに糸島市のＰＲにもなると思うが、いかがか。 
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６月１３日 

（金） 
３ 栁 明夫 

二丈・志摩の支所廃止につ

いて 

（１）二丈・志摩の支所をなくさないでほしいという声は、市の市民モニターアンケート調査報告書に

も現れている。支所廃止への住民の理解についてどう考えているか。 

（２）二つの支所廃止により、どの程度の費用削減効果があるのか。 

（３）国は今年の１月に、合併自治体での支所の役割に注目し、合併算定替の段階的終了により削減さ

れる予定であった交付税額をかなり緩和する方針を発表した。この措置により糸島市はどの程度の

金額が緩和されるのか。 

（４）国が注目した支所の役割は、防災、住民サービスの維持向上、コミュニティの維持管理である。

糸島市でも支所の基本的機能は維持すべきではないか。 

（５）支所廃止後、避難指示などに責任をもつ職員が常駐しないもとで、自然災害と原発災害のそれぞ

れの対応をどう考えているのか。 

（６）現在の深江公民館は、二丈支所廃止後どうする計画か。 

（７）旧２町の住民の声を市政に反映させるためにも、また全市的に市政への住民参加を促進させるた

めにも、地方自治法２０２条の４に定めがある地域自治区、地域協議会をつくるべきではないか。 

子育て支援策の拡充につ

いて 

（１）全国では中学校卒業まで医療費の助成を行うことが大きな流れとなっている中で、糸島市でも中

学校卒業までの医療費の無料化を早急に行うべきではないか。 

（２）今年度の就学援助の認定基準、支給費目と金額について 

（３）就学援助は昨年度より認定基準を下げているが、その理由とこの措置が与える影響について 

（４）就学援助は国の要請どおり制度の水準を下げず、支給費目などを拡充して経済的に厳しい小中学

生をかかえる家庭を支援すべきではないか。 

（５）糸島市で子どもを産み育てる世代への支援策として、宗像市が行っているような新婚家庭や未就

学児がいる世帯への家賃補助を行うべきではないか。 

（６）子育て支援策の拡充の政策効果、市の財政にもたらす影響について見解を伺いたい。 
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６月１３日 

（金） 
４ 田中 菊雄 

玄海原発における市民の

不安について 

（１）市は、福吉校区の避難場所を南福岡にある高校の体育館に指定されているが本当か。 

（２）市として福吉校区は勿論、二丈において昼間は半数以上が高齢者であるが、全員の避難は可能か。 

（３）もし、全員が避難した場合、生活は大丈夫か。 

（４）市の原発稼働について賛成か反対が市民の不安材料になっているが。 

（５）市は、九電に対して、何か要望はしているか。たとえば、避難場所設置とか。 

（６）市が九電の対応について、出来なければ、市民として九電の稼働は許せないが。 

市とごみ収集運搬委託先

業者との随意契約につい

て 

（１）市は、委託業者との随意契約が数カ年にもなるがこの間、何等問題はなかったか。 

６月１６日 

（月） 
１ 伊藤 千代子 

池田・板持・志登住民の避

難所と旧波多江公民館の

活用について 

（１）瑞梅寺川と雷山川に挟まれた池田・板持・志登住民の水害時における公的避難所は、どこに指定

されているのか。 

（２）波多江校区は人口１万２千人のマンモス校区だが小学校以外には現公民館以外、公的施設がない。

利便性にもすぐれた旧公民館を活用し、川に挟まれた地域の避難所、住民サービスの場として活用

を再検討できないか。 

福吉駅・一貴山駅の無人化

計画と新駅建設について 

（１）無人化による地域への影響について 

（２）ＪＲとの協議内容及び市の対応について 

（３）市長が会長をつとめる「筑肥線新駅建設促進会」について。ＪＲとの覚え書の内容、市及び市長

の事業費負担の責任、募金について 

（４）新駅建設による周辺地域への影響について 

農業振興地域へのコンビ

ニ出店について 

（１）農振除外を求める申請について 

（２）許可までの経過と農業委員会の見解について 

（３）行政の公平性について 
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６月１６日 

（月） 
２ 井上 健作 

糸島市母子生活支援施設

（笹山苑）について 

（１）母子生活支援施設とは・・・上位法・入所条件・変遷は。 

（２）母子生活支援施設（笹山苑）の変遷・入所状況・施設概況は。 

（３）母子生活支援施設（笹山苑）の問題点・課題は。 

（４）母子生活支援施設（笹山苑）の今後の対応は。 

高齢化の進行等に対する

国民健康保険事業の運営

について 

（１）国民健康保険事業の現状について 

・加入状況について 

・保険給付費と１人当たり推移。 

・税の賦課額・収納額の推移。 

・一般会計繰入金・財調基金推移。 

（２）高齢化に伴う影響について 

・被保険者の高齢化・国保世帯の状況。 

・高齢化と医療費・税収の関係・税負担軽減。 

（３）医療費適正化・健康づくり事業について 

・医療費適正化・健康づくり事業の内容と効果。 

・特定健診の受診率向上対策・啓発。 

・保険給付費抑制対策。 

（４）財政見通しについて 

・Ｈ２５年決算見込み。 

・Ｈ２６．２７．２８年収支見込み。 

・Ｈ２９年国保広域化。 

・国県への要望。 

・今後の対応について 
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６月１６日 

（月） 

３ 那須 英仁 
人口対策としての若い世

帯の誘致について 

（１）人口減になっている糸島市において市発展のためには若い世帯の誘致が極めて重要であるが、こ

こ 10年間の総人口動向はどうなっているか。 

・年齢別人口や若い世帯数など。 

（２）若い世帯の出産から子育てに対しては、どの様な対応がなされているのか。また、その取り組み

は糸島に移住するに値する魅力ある取り組みか。 

（３）若い世帯の「居食住」を「育」「職」「住」の視点から尋ねる。 

①「育」 子どもを育てる環境について 

・子育てしやすい糸島の環境として何をうたい文句にしているのか。 

②「職」 働く場所の環境について 

・職場の確保としての企業誘致はどうなっているのか。 

・バス、JR、道路などの市外に働きに出かける交通手段は十分か。 

・市営地下鉄と相互乗り入れしている筑肥線の料金について 

③「住」 住まいの環境について 

・住居のあっせんや特典などの施策はあるのか。 

・空き家バンクなどの成果と問題点。 

（４）自治体間の「若い世帯」の誘致合戦について 

・人口減から自治体消滅という驚愕の推計発表があったが、若い世帯の移住誘致に向けての取り組み

を伺う。 

４ 三嶋 栄幸 

健康寿命を延ばす対策に

ついて 

（１）本市における健康寿命はどうなっているのか。 

（２）健康寿命を延ばす取組みについて。 

（３）健康寿命が１年延びた場合に浮く経費について。 

旧波多江校区公民館の利

活用について 

（１）旧波多江公民館の利用方法が変更になった経緯について。 

（２）地元住民への説明はどうされているのか。 

（３）他校区における校区公民館以外の社会教育施設はどうなっているのか。 

 


